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▲ 愛育病院小児科外来▲ 高知医療センター壁画 ▲ 高知大学医学部附属病院壁画 (部分)

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています！

『木のギフト』のプレゼントを希望される方は、新生児訪問の際にお渡しする
パンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政係　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

『木のギフト』のプレゼントを希望される方は、新生児訪問の際にお渡しする
パンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政係　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

香美市から木のギフトを受け取られ

た皆さまのご感想、写真を募集して

います。投稿者の氏名、写真、写真

に映っている方の名前(ペンネーム

で構いません)とご感想を、下のメ

ールアドレスまでお送りください。

『木のギフト』お便り紹介

いっちゃん

　素敵な積み木をギフトでいただきま

した。おすわりが出来るようになった

長女は、積み木を手に持ったり、叩い

て音を出してみたり、２歳上のお兄ち

ゃんと大喜びで遊んでいます。

　積み木から木のいい香りがして、大

人も子どもも癒されています。
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こ
の
企
画
展
で
は
、
日
々
、
病
と
戦
う
人
々

に
芸
術
の
癒
し
の
力
で
寄
り
添
う
小
笠
原
ま
き

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

各
地
の
病
院
・
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
壁
画
制

作
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
小
笠
原
ま
き
に

よ
る
多
面
的
な
活
動
が
、
多
く
の
人
々
を
励
ま

し
、
生
き
る
力
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
の
力
を
、

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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１０月３１日(土) ～ １２月２０日(日)
時　間：９時～１７時 (入館は１６時３０分まで)

場　所：香美市立美術館  展示室

休館日：毎週月曜日
※ １１月２３日 (月) は祝日のため開館し、翌日は休館します。

入館料：一般６００円
※ 市民の方は無料 (住所が確認できるものをご提示ください)

【関連企画】場所：展示室

◆ 小笠原まきギャラリートーク

１０月３１日 (土) １４時～　

◆ 館長または学芸員による作品解説

　 会期中毎週日曜　１４時～　

◆ 土佐山田・あーとリンクvol.6 (スタンプラリー)

１０月３１日 (土) ～１１月８日 (日) 
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俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
盆
に
は
故
人
の
霊
を
供
養
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

生
き
て
い
る
父
母
や
目
上
の
人
に
対
し
て
も
礼
を
尽

く
す
。
敬
う
べ
き
年
長
者
の
こ
と
を
生
身
魂
と
呼
び
、

食
物
を
贈
る
な
ど
し
て
、
も
て
な
す
こ
と
も
生
身
魂

と
い
う
。
元
来
、
盆
は
め
で
た
い
日
で
も
あ
っ
た
。

生
盆
・
し
ょ
う
ぼ
ん
と
も
言
う
。
生
身
魂
の
御
自
身

の
現
状
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
た
、
軽
み
の
一
句
。
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な
り

蓮
の
花
は
夜
明
け
に
開
き
、
昼
前
に
は
し
ぼ
む
。

朝
の
散
歩
な
ど
で
ふ
だ
ん
よ
く
行
く
、
自
然
豊
か
な

菩
提
寺
で
し
ょ
う
か
、
一
歩
踏
み
入
る
と
一
輪
の
蓮

の
花
が
咲
き
、
清
ら
か
な
浄
土
の
よ
う
に
感
じ
た
作

者
。
そ
の
情
景
を
詠
っ
た
、
凜
と
し
た
一
句
。
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キ
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の
白
き
線

秋
立
つ
は
立
秋
ま
も
な
く
の
こ
ろ
を
言
う
。
そ
の

頃
に
は
、
秋
へ
向
か
う
気
配
が
ど
こ
と
な
く
感
じ
ら

れ
る
。
水
の
流
れ
、
風
の
音
、
雲
の
高
さ
に
秋
が
来

た
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
そ
ん
な
空
を
ふ
と
見
上
げ

た
作
者
は
、
ヒ
コ
ー
キ
雲
の
白
き
線
を
見
つ
け
た
。

そ
の
一
瞬
を
鮮
や
か
に
詠
ま
れ
、
荒
井
由
美
（
ユ
ー

ミ
ン
）
の
『
ひ
こ
う
き
雲
』
の
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
彷
彿
と
さ
せ
る
一
句
。

◎
季
語
：
秋
立
つ
【
秋
】

り
ん

う
や
ま

い
き
ぼ
ん

り
っ
し
ゅ
う

ほ
う
ふ
つ

【小笠原まき による展示作品 (一部) 】
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